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次
な
る
告
発
を
前
に
見
せ
し
め

増
え
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ

る
と
、
こ
の
結
果
は
い
っ
そ

う
心
配
を
か
き
た
て
る
。

　

緊
急
で
は
な
い
手
術
の
減

少
や
、
資
金
不
足
や
提
供
す

る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
見

直
し
な
ど
に
よ
る
手
術
の
取

り
止
め
、
ま
た
は
入
院
を
必

要
と
し
な
い
方
法
へ
の
切
り

替
え
な
ど
が
、
入
院
件
数
減

少
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

　

入
院
受
け
入
れ
件
数
減
少

が
最
も
著
し
い
の
は
サ
ン
タ

カ
ー
ザ
・
デ
・
ミ
ゼ
リ
コ
ル

ジ
ア
病
院
で
、
１
１
年
の

３
万
３
千
人
が
、
１
６
年
に

は
２
万
２
７
０
０
人
に
減
少

し
た
。
１
４
年
以
来
、
同
病

院
は
深
刻
な
経
済
危
機
に

陥
っ
て
お
り
、
累
積
し
た
負

債
額
は
８
億
レ
ア
ル
の
負
債

を
抱
え
る
。
昨
年
か
ら
は
、

緊
急
で
は
な
い
手
術
が
無
期

限
で
延
期
さ
れ
て
い
る
。

　

聖
州
連
邦
大
学
傘
下
の

Ｈ
Ｓ
Ｐ
は
、
入
院
総
数
が

２
万
５
３
０
０
人
か
ら

　

連
邦
検
察
庁
の
ロ
ド
リ
ゴ
・
ジ
ャ
ノ
ー
長
官
か
ら
の
次
の
告
発
を
前
に
、
テ
メ

ル
大
統
領
が
、
２
日
に
行
わ
れ
た
下
院
で
の
告
発
受
け
入
れ
投
票
で
謀
反
を
起
こ

し
た
連
立
与
党
の
下
議
が
管
轄
し
て
い
た
連
邦
政
府
内
の
役
職
を
奪
う
処
分
に
出

て
い
る
と
、
２
９
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

具
体
的
な
例
を
あ
げ
て
い

く
と
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
フ

ラ
ン
シ
ス
シ
ー
ニ
下
議
（
連

帯
・
Ｓ
Ｄ
）
は
パ
ラ
ナ
ー
州

の
全
国
入
植
農
地
改
革
機
関

（
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｒ
Ａ
）
の
役
職
者

を
指
名
し
て
い
た
が
、
そ
の

役
職
者
が
解
雇
さ
れ
た
。
同

じ
Ｓ
Ｄ
の
下
議
で
は
、
ラ
エ

ル
シ
オ
・
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
下

議
が
セ
ル
ジ
ッ
ペ
の
Ｉ
Ｎ
Ｃ

Ｒ
Ａ
、
カ
ル
ロ
ス
・
マ
ナ
ト

下
議
が
エ
ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト

州
の
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｒ
Ａ
と
同
州
内

で
の
農
務
省
関
連
の
役
職
者

を
各
々
指
名
し
て
い
た
が
、

彼
ら
も
解
雇
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
ア
ラ
ン
・
リ
ッ
ク

下
議
（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）

が
指
名
し
た
、
全
国
保
健
財

団
（
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
の
ア

ク
レ
ー
州
内
の
役
員
も
職
を

失
っ
た
。

　

ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
党

（
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）
の
パ
ウ
ロ
・
フ
ォ

レ
ッ
ト
、
ル
イ
ス
・
ラ
ウ

ロ
・
フ
ィ
ー
リ
ョ
両
下
議
が

指
名
し
た
、
国
家
鉱
山
庁
の

役
職
者
ら
も
解
任
さ
れ
た
と

い
う
。

　

聖
市
の
ド
リ
ア
市
長
が

２
８
日
、
市
の
観
光
企
業
で

あ
る
Ｓ
Ｐ
ト
ゥ
リ
ズ
モ
（
Ｓ

Ｐ
Ｔ
ｕ
ｒ
ｉ
ｓ
）
の
民
営
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
市
議
会
に

提
出
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
、
サ
ン
ボ
ー
ド
ロ
モ

や
展
示
場
も
含
む
、
同
市
北

部
の
ア
ニ
ェ
ン
ビ
ア
リ
ー
ナ

　

こ
れ
ら
の
除
名
、
解
雇
処

分
は
、
現
時
点
ま
で
で
約

１
４
０
人
分
に
及
ん
で
い

る
。

　

た
だ
、
党
内
の
約
半
数
の

下
議
が
「
大
統
領
告
発
の
審

理
継
続
を
求
め
る
」
に
投
票

し
た
民
主
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ

Ｂ
）
の
下
議
へ
の
処
分
が
行

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
他

の
連
立
与
党
か
ら
不
満
の
声

も
あ
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

一
方
。
ジ
ャ
ノ
ー
長
官
は

２
８
日
、
リ
オ
で
グ
ロ
ー
ボ

紙
が
主
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
際
、
今
後
の
告
発

に
つ
い
て
、「
捜
査
が
熟
し

た
と
考
え
た
ら
、
告
発
（
な

ど
の
公
式
な
）
書
類
に
署
名

す
る
」
と
い
う
言
い
方
で
、

退
任
前
に
新
た
な
告
発
が
あ

る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
た
。

政
治
家
指
名
の
高
級
官
僚
解
雇

２
万
２
３
０
０
人
に
減
少
し

た
。
Ｈ
Ｓ
Ｐ
も
財
政
危
機
が

深
刻
化
し
て
お
り
、
こ
の
状

況
は
今
年
さ
ら
に
悪
化
す
る

と
見
ら
れ
て
い
る
。
Ｈ
Ｓ
Ｐ

は
医
薬
品
や
基
本
的
な
医
療

器
具
を
購
入
す
る
資
金
も
不

足
し
、
今
年
４
月
以
降
、
救

急
で
な
い
手
術
や
入
院
を

全
て
断
っ
て
い
る
。
同
院

経
営
審
議
会
は
こ
の
決
定
発

表
の
折
り
、
従
来
通
り
の

活
動
を
維
持
す
る
に
は
、
連

邦
政
府
か
ら
の
補
助
金
を
年

関
連
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
前

述
の
３
病
院
で
受
け
入
れ
た

入
院
患
者
の
総
数
は
、
１
１

年
の
１
１
万
３
７
０
０
人
か

ら
１
６
年
は
９
万
３
７
０
０

人
へ
と
、
実
数
で
２
万
人
、

１
７
％
も
減
少
し
た
。

　

同
じ
期
間
に
聖
市
の
人
口

が
２
・
９
％
増
え
、
経
済
危

機
に
よ
り
、
民
間
医
療
保
険

加
入
者
が
減
り
、
Ｓ
Ｕ
Ｓ
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
人
口
が

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
病
院
（
Ｈ
Ｓ

Ｐ
）、
ク
リ
ニ
カ
ス
病
院
、

サ
ン
タ
カ
ー
ザ
・
デ
・
ミ
ゼ

リ
コ
ル
ジ
ア
病
院
は
、
聖
市

で
も
有
数
の
統
一
保
健
医
療

シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｕ
Ｓ
）
の
担

当
病
院
で
、
多
く
の
医
学
生

が
学
び
、
巣
立
っ
て
い
く
病

院
で
も
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ

ら
３
病
院
が
昨
年
受
け
入
れ

た
入
院
患
者
総
数
は
１
１
年

よ
り
２
万
人
少
な
か
っ
た
と

２
９
日
付
エ
ス
タ
ー
ド（
Ｅ
）

紙
が
報
じ
た
。

　

保
健
省
発
表
の
Ｓ
Ｕ
Ｓ

救
急
患
者
以
外
は
お
断
り

Ｂ
ｒ
ｉ
ｃ
ｓ
会
議
な
ど
で
中
国
へ

経
済
危
機
で
ベッ
ド
数
半
減
も

１
８
０
０
万
レ
増
額
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
見
解
も
示
し

て
い
た
。

　

し
か
し
、
国
か
ら
の
補
助

は
増
え
な
い
た
め
、
Ｈ
Ｓ
Ｐ

は
７
月
に
病
床
数
を
半
減
し

た
。
同
院
理
事
の
ジ
ョ
ゼ
・

フ
ェ
ラ
ー
ロ
氏
は
、「
病
床

を
減
ら
し
、
清
掃
費
や
光
熱

費
も
節
約
し
て
、
今
使
え
る

予
算
の
範
囲
内
で
や
っ
て
い

く
し
か
な
い
」
と
語
っ
た
。

　

Ｕ
Ｓ
Ｐ
医
学
部
付
属
の
ク

リ
ニ
カ
ス
病
院
は
、
他
の

病
院
よ
り
入
院
患
者
の
受

け
入
れ
減
少
の
割
合
が
小
さ

く
、
５
万
５
０
０
人
か
ら

４
万
８
７
０
０
人
へ
の
３
・

５
％
減
に
止
ま
っ
た
。
同
院

に
よ
る
と
、
心
臓
病
研
究
所

（
Ｉ
ｎ
ｃ
ｏ
ｒ
）
な
ど
、
同

院
傘
下
の
全
て
の
医
療
機
関

で
受
け
入
れ
た
入
院
患
者
数

は
逆
に
増
え
て
い
る
と
い

う
。

　

食
品
大
手
Ｊ
Ｂ
Ｓ
社
社
主

の
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
・
バ
チ
ス

タ
氏
ら
の
報
奨
付
供
述
（
デ

ラ
ソ
ン
・
プ
レ
ミ
ア
ー
ダ
）

に
基
づ
い
た
収
賄
疑
惑
で
の

告
発
を
、
連
立
与
党
の
協
力

で
乗
り
切
っ
た
テ
メ
ル
大
統

領
だ
っ
た
が
、
ジ
ャ
ノ
ー
長

官
が
９
月
１
７
日
の
任
期
切

れ
の
前
に
出
し
て
く
る
で
あ

ろ
う
次
の
告
発
を
前
に
、
連

邦
政
府
は
既
に
、
与
党
の
協

力
体
制
を
さ
ら
に
強
め
る
対

策
に
出
て
い
る
。

　

そ
れ
が
、
連
立
与
党
政
党

内
で
謀
反
の
投
票
を
行
っ
た

下
議
に
対
す
る
報
復
だ
。
具

体
的
に
は
、
そ
の
下
議
が
指

名
権
を
持
っ
て
い
た
連
邦
政

府
傘
下
の
機
関
の
役
職
を
奪

う
行
為
に
出
て
い
る
。

ラ米最大規模の慈善病院サンタカーザ医院も深刻な経済危機
に瀕している（A2 Comunicações）

マイア下院議長とテメル大統領（左）
（Marcos Corrêa/PR）

ジ
ャ
ノ
ー
は
意
味
深
発
言
も

テメル大統領

　

だ
が
、
そ
の
一
方
で
、「
ラ

ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
は
永

遠
の
も
の
で
も
な
く
、
い
つ

か
は
終
り
が
来
る
も
の
だ
」

と
、
今
後
の
同
作
戦
の
行
方

に
関
し
て
意
味
深
長
な
発
言

も
行
っ
た
。

（
複
合
施
設
）
民
営
化
も
含

ま
れ
て
い
る
。
同
ア
リ
ー
ナ

の
民
営
化
は
、
イ
ン
テ
ル
ラ

ゴ
ス
・
サ
ー
キ
ッ
ト
や
パ
カ

エ
ン
ブ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
な

ど
と
並
ぶ
、
ド
リ
ア
市
長
の

民
営
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目

玉
の
ひ
と
つ
だ
。同
市
長
は
、

民
営
化
後
も
最
低
６
０
日
は

同
地
を
使
う
こ
と
を
望
ん
で

い
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
や

国
際
会
議
に
も
使
わ
れ
る
同

地
の
活
性
化
は
知
名
度
向
上

や
運
営
円
滑
化
に
も
有
益
だ

ろ
う
が
、
野
党
の
反
対
派
を

説
得
で
き
る
か
。

　
　
　
　
　
　

◎

　

伯
国
で
は
子
供
を
産
ん
だ

女
性
の
４
８
％
が
出
産
後
１

年
以
内
に
職
を
失
っ
て
い
る

こ
と
が
、ジ
ェ
ツ
リ
オ
・
ヴ
ァ

ル
ガ
ス
財
団
の
調
べ
で
わ

か
っ
た
。
こ
れ
は
２
０
０
７

年
か
ら
０
９
年
に
出
産
し
た

女
性
約
２
５
万
人
を
対
象
に

行
っ
た
調
査
で
判
明
し
た
も

の
で
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
そ

の
確
率
は
女
性
の
学
歴
に
も

比
例
し
て
い
る
と
い
う
。
中

卒
以
下
の
学
歴
な
ら
５
０
％

を
超
え
、
高
校
で
も
４
９
％

の
と
こ
ろ
が
、
大
卒
だ
と

３
５
％
ま
で
下
が
る
と
い

う
。
学
歴
の
問
題
は
伯
国
だ

け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い

と
は
思
う
が
、
全
体
的
に
改

善
の
余
地
は
ま
だ
大
き
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

セ
レ
ソ
ン
の
選
手
た
ち
は

現
在
、
明
日
３
１
日
の
サ
ッ

カ
ー
Ｗ
杯
南
米
予
選
、
対
エ

ク
ア
ド
ル
戦
に
向
け
調
整
中

だ
が
、
今
の
時
期
は
欧
州
の

移
籍
市
場
の
締
切
目
前
と
い

う
こ
と
で
、
試
合
よ
り
そ

ち
ら
が
気
が
か
り
の
選
手
も

少
な
く
な
い
。
バ
ル
セ
ロ
ナ

行
き
の
噂
が
あ
り
、
本
人
も

希
望
し
な
が
ら
交
渉
が
難
航

し
て
い
る
フ
ェ
リ
ペ
・
コ
ウ

チ
ー
ニ
ョ
も
そ
の
ひ
と
り
。

さ
て
ど
う
な
る
か
。

　

作
家
の
ク
ラ
ラ
・
ア
ヴ
ェ

ル
ブ
ッ
キ
氏
（
３
８
）
が
、

２
７
日
の
夜
に
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
を

利
用
し
た
際
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
強
姦
さ
れ
た
事
を
２
８
日

に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
明
ら

か
に
し
た
と
２
９
日
付
伯
字

紙
各
紙
が
報
じ
た
。

　

彼
女
は
パ
ー
テ
ィ
ー
か
ら

の
帰
り
、
自
宅
の
近
く
で
車

か
ら
降
り
よ
う
と
し
た
際
に

運
転
手
に
暴
行
さ
れ
た
と
し

て
い
る
。
錯
乱
状
態
に
陥
っ

た
が
、
な
ん
と
か
家
に
た
ど

り
着
い
た
と
い
う
。

　

彼
女
は
「
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
運
転

手
が
、
酔
っ
て
い
た
こ
と
や

ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
だ
っ
た
こ

と
と
か
に
つ
け
こ
ん
で
、
醜

悪
な
指
を
私
の
恥
部
に
差
し

入
れ
た
」
と
書
き
込
ん
だ
。

０
９
年
以
来
、
法
的
に
は
、

い
か
な
る
み
だ
ら
な
行
為
も

強
姦
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

彼
女
は
取
材
に
対
し
、

「
酔
っ
て
い
た
が
、
誰
に
恥

じ
る
事
も
な
い
。
私
は
自
由

で
、
独
立
し
た
女
性
。
男
が

酔
っ
て
い
て
事
件
に
巻
き
込

ま
れ
て
も
何
も
言
わ
れ
な
い

け
れ
ど
、
女
が
酔
っ
て
い
て

乱
暴
さ
れ
る
と
、
後
ろ
指
刺

さ
れ
る
よ
う
な
風
潮
に
は
立

ち
向
か
う
」
と
語
っ
た
。

　

彼
女
は
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
社
に
ク

レ
ー
ム
を
出
し
た
が
、
強
姦

罪
は
被
害
に
遭
っ
た
事
を
証

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

も
あ
り
、
被
害
届
を
出
す
か

は
決
め
か
ね
て
い
る
。「
警

察
は
信
用
で
き
ず
、
犯
人
を

捕
ま
え
て
く
れ
る
か
も
怪
し

い
。
私
は
犯
人
に
家
ま
で
知

ら
れ
て
い
る
」
と
し
た
。

　

事
件
を
公
に
す
る
か
悩
ん

だ
が
、
他
の
女
性
を
勇
気
付

け
、
世
間
を
啓
発
す
る
た
め

に
も
行
動
を
起
こ
す
事
に
し

た
。「
タ
ク
シ
ー
運
転
手
に

女
性
が
乱
暴
さ
れ
る
事
は
少

な
く
な
い
。
男
性
側
に
少
し

で
も
良
心
が
戻
る
こ
と
、
女

性
に
は
『
被
害
に
あ
っ
た
の

は
貴
女
の
責
任
で
は
な
い
』

と
勇
気
付
け
た
い
」「
一
般

社
会
も
女
性
を
尊
重
す
る
事

を
学
ぶ
べ
き
」
と
語
っ
た
。

　

Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
社
は
「
当
社
は

女
性
に
対
す
る
い
か
な
る
暴

力
も
許
容
し
な
い
。
ド
ラ

イ
バ
ー
は
追
放
さ
れ
た
。
調

査
機
関
に
全
面
的
に
協
力
す

る
用
意
が
あ
り
、
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
撲
滅
す
る
事
の

重
要
性
を
強
く
認
識
し
て
い

る
」
と
発
表
し
た
。

　

Ｂ
ｒ
ｉ
ｃ
ｓ
首
脳
会
議
な

ど
の
た
め
、
テ
メ
ル
大
統
領

が
２
９
日
に
中
国
に
旅
立
っ

た
の
を
受
け
、
ロ
ド
リ
ゴ
・

マ
イ
ア
下
院
議
長
が
大
統
領

代
行
を
務
め
て
い
る
が
、
同

議
長
の
代
行
は
、
２
８
歳
の

新
人
議
員
と
２
９
日
付
伯
字

紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
の
中
国
訪

問
は
、
伯
国
、
ロ
シ
ア
、
イ

ン
ド
、
中
国
、
南
ア
フ
リ
カ

の
５
カ
国
首
脳
に
よ
る
第
９

回
Ｂ
ｒ
ｉ
ｃ
ｓ
首
脳
会
議
に

あ
わ
せ
て
計
画
さ
れ
た
。

　

だ
が
、
同
会
議
以
上
に
重

要
視
さ
れ
て
い
る
か
も
知
れ

な
い
の
は
、
２
３
日
に
発
表

し
た
５
７
施
設
の
民
営
化
の

た
め
の
入
札
に
、
中
国
企
業

の
参
加
を
促
す
事
だ
。
こ
れ

も
あ
り
、
テ
メ
ル
大
統
領
は

最
初
に
北
京
を
訪
問
し
、
習

近
平
首
相
と
会
談
し
た
後
、

伯
国
に
投
資
を
し
て
い
る
企

業
や
関
心
が
あ
る
企
業
の
関

係
者
が
参
加
す
る
セ
ミ
ナ
ー

に
出
席
す
る
。

　

９
月
３
〜
５
日
開
催
の
Ｂ

ｒ
ｉ
ｃ
ｓ
首
脳
会
議
の
会
場

で
あ
る
福
建
省
厦
門
（
ア
モ

イ
）
に
は
、
そ
の
後
に
移
動

す
る
。
厦
門
で
は
９
月
１
８

〜
２
１
日
に
国
際
投
資
貿
易

商
談
会
も
開
か
れ
る
が
、
テ

メ
ル
大
統
領
の
旅
行
期
間
は

８
月
２
９
日
〜
９
月
５
日
の

９
日
間
と
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
テ
メ
ル
大
統
領
が

不
在
と
な
る
間
は
、
マ
イ
ア

下
院
議
長
が
大
統
領
代
行
を

務
め
る
。
同
議
長
は
２
９
日

も
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
空
軍
基
地

で
テ
メ
ル
大
統
領
を
見
送
っ

た
後
、
夕
刻
に
大
統
領
府
で

ジ
ャ
ル
バ
ス
・
ヴ
ァ
ス
コ
ン

セ
ロ
ス
下
議
と
会
談
す
る
。

同
下
議
は
テ
メ
ル
大
統
領
へ

の
告
発
受
け
入
れ
を
審
議
す

る
特
別
委
員
会
で
告
発
受
け

入
れ
を
唱
え
、
民
主
運
動
党

（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
内
か
ら
批
判

さ
れ
、
同
党
離
脱
の
噂
も
あ

る
。
夜
は
下
院
議
長
公
邸
で

ゴ
イ
ア
ス
州
の
マ
ル
コ
ニ
・

ペ
リ
ロ
知
事
と
会
う
。

　

マ
イ
ア
議
長
が
大
統
領
を

代
行
す
る
間
の
下
院
議
長
代

行
は
フ
ァ
ビ
オ
・
ラ
マ
リ
ョ

第
１
副
議
長
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）

が
原
則
だ
が
、
今
回
は
同
副

議
長
が
大
統
領
に
同
行
す
る

た
め
、
ア
ン
ド
レ
・
フ
フ
ッ

カ
第
２
副
議
長
（
進
歩
党
・

Ｐ
Ｐ
）
が
議
長
を
務
め
る
。

フ
フ
ッ
カ
下
議
は
第
１
期
目

の
新
人
だ
が
、
テ
メ
ル
大
統

領
の
留
守
中
は
、
社
会
経
済

開
発
銀
行
（
Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）

か
ら
の
融
資
に
対
す
る
利
率

変
更
や
新
し
い
滞
納
税
回
収

計
画
（
Ｒ
ｅ
ｆ
ｉ
ｓ
）、
政

治
改
革
と
い
っ
た
重
要
案
件

の
審
議
が
目
白
押
し
だ
。

　

国
連
の
判
事
が
伯
国
に
対

し
、
４
万
人
の
国
民
の
死
に

責
任
が
あ
る
と
さ
れ
る
ス
リ

ラ
ン
カ
大
使
の
逮
捕
を
求
め

て
い
る
。
２
９
日
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

チ
リ
の
独
裁
者
だ
っ
た
ピ

ノ
チ
ェ
ト
元
大
統
領
を
告
発

し
た
経
験
も
あ
る
、
国
連
国

際
真
相
究
明
委
員
会
代
表
の

カ
ル
ロ
ス
・
カ
ス
ト
レ
ザ
ー

ナ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
判
事

は
２
８
日
、
伯
国
の
連
邦
検

察
庁
国
際
関
係
局
長
の
ヴ
ラ

ジ
ミ
ー
ル
・
ア
ラ
ス
氏
ら
と

会
合
を
開
き
、
伯
国
政
府
に

対
し
、
国
際
警
察
を
通
し
て

ス
リ
ラ
ン
カ
大
使
の
ジ
ャ
ガ

ス
・
ジ
ャ
ヤ
ス
リ
ヤ
氏
を
逮

捕
す
る
よ
う
に
要
請
し
た
。

　

国
連
人
権
委
員
会
の
資
料

に
よ
る
と
、
ジ
ャ
ヤ
ス
リ
ヤ

氏
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
軍
司
令

官
だ
っ
た
２
０
０
９
年
に
起

き
た
内
乱
で
、
約
４
万
人
の

国
民
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
の

責
任
者
の
一
人
だ
。
更
に
、

囚
人
た
ち
に
対
す
る
拷
問
や

強
姦
な
ど
の
行
為
を
指
揮
し

た
と
も
見
ら
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
ジ
ャ
ヤ
ス
リ
ヤ
氏

は
こ
の
前
日
、
既
に
伯
国
を

去
っ
て
国
外
に
出
国
し
て
い

た
。
カ
ス
ト
レ
ザ
ー
ナ
氏
は

国
際
警
察
に
改
め
て
訴
え
る

と
し
て
い
る
。

　

ジ
ャ
ヤ
ス
リ
ヤ
氏
は

２
０
１
５
年
８
月
に
伯
国
駐

在
の
ス
リ
ラ
ン
カ
大
使
に
任

命
さ
れ
、
同
年
１
１
月
に
伯

国
に
赴
任
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

ペ
ル
ー
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

チ
リ
、
ス
リ
ナ
ム
大
使
も
兼

任
し
て
い
た
。
同
氏
は
ジ
ウ

マ
大
統
領
（
当
時
）
に
大
使

と
し
て
の
信
任
状
を
捧
呈
し

て
お
り
、
２
７
日
に
出
国
す

る
ま
で
伯
国
で
生
活
し
て
い

た
。

謀反下議たちに報復行為

女
性
作
家
が
勇
気
あ
る
告
発

「
警
察
は
信
用
で
き
な
い
」と
も

５
７
施
設
の
入
札
参
加
呼
び
か
け
る

テメル
聖市主要病院

入
院
受
け
入
れ
数
１
７
％
減
少

（２）２０１７年 第４８２８号 ８月 ３０日 （水曜日）

Ｕｂｅｒ強姦

伯
国
に
ス
リ
ラ
ン
カ
大
使
逮
捕
命
令

内
乱
で
４
万
人
殺
害
の
元
軍
司
令
官

国 連
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「
ブ
ラ
ジ
ル
倫り

ん

理り

の
会か

い

」（
須す

郷ご
う

清き
よ

孝た
か

会か
い

長ち
ょ
う）
は
２
０
０
０
年ね

ん

に
創そ

う

立り
つ

さ
れ
、
０
９
年ね

ん

以い

降こ
う

、
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
市し

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
ポ
語ご

に
よ
る
活か

つ

動ど
う

を
本ほ

ん

格か
く

的て
き

に
開か

い

始し

し
た
。
現げ

ん

在ざ
い

で
は
ピ

ラ
シ
カ
ー
バ
市し

、
ス
マ
レ
市し

、
カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
市し

に
ま
で
集つ

ど

い
の
場ば

が
広ひ

ろ

が
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は

「
家か

庭て
い

倫り
ん

理り

の
会か

い

」
と
し
て
の
役や

く

割わ
り

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

だ
っ
た
が
、
今こ

ん

後ご

、
企き

業ぎ
ょ
うな
ど
の
法ほ

う

人じ
ん

会か
い

員い
ん

の
組そ

織し
き

「
倫り

ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

」
を
設せ

つ

立り
つ

し
て
力ち

か
らを
入い

れ
る
方ほ

う

針し
ん

だ
。
１
１
月が

つ

５
日か

に
は
聖せ

い

市し

チ
ヴ
ォ
リ
ホ

テ
ル
に
て
そ
の
設せ

つ

立り
つ

式し
き

典て
ん

を
行お

こ
なう
。
そ
れ
に
向む

け
第だ

い

１
、３
土ど

曜よ
う

日び

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

半は
ん

か
ら
ニ
ッ
ケ

イ
パ
ラ
セ
ホ
テ
ル
（Rua G

alvao Bueno, 425, Liberdade

）
で
「
モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開か

い

催さ
い

し
て
い
る
。
次じ

回か
い

は
９
月が

つ

２
日か

、
経け

い

営え
い

難な
ん

を
ど
う
乗の

り
越こ

え
た
か
と
い
う

経け
い

営え
い

者し
ゃ

の
実じ

つ

体た
い

験け
ん

談だ
ん

が
毎ま

い

回か
い

講こ
う

演え
ん

さ
れ
る
。
会か

い

社し
ゃ

経け
い

営え
い

で
悩な

や

ん
で
い
る
人ひ

と

、
日に

本ほ
ん

的て
き

企き

業ぎ
ょ
う

経け
い

営え
い

の
秘ひ

密み
つ

に
興

き
ょ
う

味み

が
あ
る
人ひ

と

に
広ひ

ろ

く
参さ

ん

加か

を
呼よ

び
か
け
て
い
る
。

倫り
ん

理り

の
会か

い

が
参さ

ん

加か

呼よ

び
か
け

一い
っ

緒し
ょ

に
勉べ

ん

強き
ょ
う

し
ま
せ
ん
か
？

朝
ちょう
礼
れい
の様
よう
子
す

　

倫り
ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

（
本ほ

ん

部ぶ

＝
東と

う

京き
ょ
う

都と

）
は
、
一い

っ

般ぱ
ん

社し
ゃ

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

倫り
ん

理り

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

の
法ほ

う

人じ
ん

会か
い

員い
ん

組そ

織し
き

で
す
。「
企き

業ぎ
ょ
うに
倫り

ん

理り

を　

職し
ょ
く

場ば

に
心こ

こ
ろ

を　

家か

庭て
い

に
愛あ

い

を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ま

ず
経け

い

営え
い

者し
ゃ

自じ

身し
ん

が
純

じ
ゅ
ん

粋す
い

倫り
ん

理り

を
学ま

な

び
、
活か

つ

力り
ょ
くに
満み

ち
た
人に

ん

間げ
ん

に
変か

わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

社し
ゃ

員い
ん

が
変か

わ
り
、
社し

ゃ

風ふ
う

が
変か

わ
り
、
自じ

社し
ゃ

の
繁は

ん

栄え
い

を
目め

指ざ

す
も
の
で
す
。

　

倫り
ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

の
会か

い

員い
ん

同ど
う

士し

が
集つ

ど

い
、
語か

た

り
合あ

う
こ
と
で
、

自じ

分ぶ
ん

で
は
気き

づ
か
な
い
よ
う

な
経け

い

営え
い

の
ヒ
ン
ト
も
得え

ら
れ

ま
す
。
人ひ

と

と
人ひ

と

と
の
出で

会あ

い

は
、
経け

い

営え
い

力り
ょ
くを
高た

か

め
る
強つ

よ

い

原げ
ん

動ど
う

力り
ょ
くで
す
。

企
き

業
ぎょう

繁
はん

栄
えい

の鍵
かぎ

　
《
人に

ん

間げ
ん

生せ
い

活か
つ

の
法ほ

う

則そ
く

＝
す
じ

み
ち
》
で
す
。
実じ

っ

生せ
い

活か
つ

と
ひ
と

時と
き

も
離は

な

れ
る
こ
と
の
な
い
生せ

い

活か
つ

の
ル
ー
ル
と
い
え
ま
す
。
人に

ん

間げ
ん

を
幸こ

う

福ふ
く

に
導み

ち
び
き
、
平へ

い

和わ

で
豊ゆ

た

か
な
社し

ゃ

会か
い

を
築き

ず

く
基き

本ほ
ん

の
《
く

ら
し
み
ち
》
で
あ
り
、
旧

き
ゅ
う

道ど
う

徳と
く

を
超こ

え
る
生い

き
た
生せ

い

活か
つ

法ほ
う

則そ
く

で
す
。
そ
れ
は
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

の

あ
ら
ゆ
る
場ば

面め
ん

に
お
い
て
、
だ

れ
で
も
が
実じ

っ

験け
ん

実じ
っ

証し
ょ
うで
き
ま
す
。

《
明め

い

朗ろ
う

》
＝
ほ
が
ら
か
、《
愛あ

い

和わ

》
＝
な
か
よ
く
、《
喜き

働ど
う

》

＝
よ
ろ
こ
ん
で
は
た
ら
く
、
こ

れ
が
そ
の
実じ

っ

践せ
ん

で
あ
り
、《
純

じ
ゅ
ん

情じ
ょ
う》
＝
す
な
お
な
心こ

こ
ろに
な
る
こ

と
が
純

じ
ゅ
ん

粋す
い

倫り
ん

理り

の
核か

く

心し
ん

で
す
。

朝あ
さ

早は
や

く
、
目め

が
覚さ

め
た
ら

サ
ッ
と
起お

き
る
こ
と
。
誰だ

れ

に
で

も
明あ

か

る
く
朗ほ

が

ら
か
に
挨あ

い

拶さ
つ

を
す

る
こ
と
。
整せ

い

理り

整せ
い

頓と
ん

、
後あ

と

始し

末ま
つ

を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
。
い

ず
れ
も
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

の
身み

近ぢ
か

な
、

あ
た
ま
り
ま
え
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
あ
た
り
ま
え
の
事こ

と

柄が
ら

を

実じ
っ

践せ
ん

す
る
こ
と
で
、
生せ

い

活か
つ

を

改か
い

善ぜ
ん

し
、
家か

族ぞ
く

や
職

し
ょ
く

場ば

を
は

じ
め
と
す
る
人に

ん

間げ
ん

関か
ん

係け
い

を
豊ゆ

た

か
な
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
の

が
、
倫り

ん

理り

の
実じ

っ

践せ
ん

で
す
。

平へ
い

凡ぼ
ん

な
中な

か

に
あ
る
非ひ

凡ぼ
ん

な

真し
ん

理り

を
識し

り
、
日ひ

び々

の
実じ

っ

践せ
ん

に
努つ

と

め
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
素す

晴ば

ら
し
い
結け

っ

果か

を
も
た
ら
す
か
、

そ
れ
は
多お

お

く
の
実じ

っ

践せ
ん

、
体た

い

験け
ん

が
実じ

っ

証し
ょ
うし
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

純じ
ゅ
ん

粋す
い

倫り
ん

理り

と
は
？

倫り
ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

と
は
？
倫り

ん

理り

研け
ん

究き
ゅ
う
所し

ょ

に
つ
い
て

　

一い
っ

般ぱ
ん

社し
ゃ

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

倫り
ん

理り

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

は
民み

ん

間か
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

団だ
ん

体た
い

で
す
。
１
９
４
５
年ね

ん

、
倫り

ん

理り

運う
ん

動ど
う

の
創そ

う

始し

者し
ゃ

・
丸ま

る

山や
ま

敏と
し

雄お

に
よ
っ
て
創そ

う

設せ
つ

さ
れ
て
以い

来ら
い

、
研け

ん

究き
ゅ
う・
教

き
ょ
う

育い
く

・
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

・

普ふ

及き
ゅ
う

等な
ど

の
事じ

業ぎ
ょ
うに
広ひ

ろ

く
会か

い

員い
ん

を
募つ

の

り
、「
生

し
ょ
う

涯が
い

学が
く

習し
ゅ
う

活か
つ

動ど
う

」
と
し
て
の
倫り

ん

理り

運う
ん

動ど
う

を

推す
い

進し
ん

し
て
い
ま
す
。
会か

い

員い
ん

は

法ほ
う

人じ
ん

約や
く

６
万ま

ん

３
千ぜ

ん

社し
ゃ

、
個こ

人じ
ん

約や
く

１
６
万ま

ん

５
千せ

ん

人に
ん

。
書し

ょ

道ど
う

や
短た

ん

歌か

に
よ
る
芸げ

い

術じ
ゅ
つ

活か
つ

動ど
う

、

地ち

球き
ゅ
う

環か
ん

境き
ょ
うの
保ほ

護ご

と
美び

化か

活か
つ

動ど
う

に
も
力ち

か
らを
注そ

そ

い
で
お
り
、

そ
の
輪わ

は
ア
メ
リ
カ
（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）、

ブ
ラ
ジ
ル
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

、
台た

い

湾わ
ん

に

も
広ひ

ろ

が
っ
て
い
ま
す
。

倫り
ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い 

日に

本ほ
ん

で
の
活か

つ

動ど
う

紹し
ょ
う

介か
い 

　
「
企き

業ぎ
ょ
うに
倫り

ん

理り

を　

職
し
ょ
く

場ば

に
心こ

こ
ろを　

家か

庭て
い

に
愛あ

い

を
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
全ぜ

ん

国こ
く

の
倫り

ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

に
お
い
て
、
経け

い

営え
い

者し
ゃ

の
自じ

己こ

革か
く

新し
ん

を
は
か
る
様さ

ま

々ざ
ま

な
活か

つ

動ど
う

や
社し

ゃ

員い
ん

教き
ょ
う

育い
く

支し

援え
ん

を
展て

ん

開か
い

し
て
い
ま
す
。

◎
経け

い
営え

い
者し

ゃ
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

　

元げ
ん

気き

な
会か

い

社し
ゃ

は
ト
ッ
プ
が

早は
や

起お

き
！ 

毎ま
い

週し
ゅ
う１
回か

い

（
開か

い

催さ
い

日び

は
主し

ゅ

催さ
い

倫り
ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

に
よ

り
異こ

と

な
り
ま
す
）、
全ぜ

ん

国こ
く

約や
く

６
８
０
カ
所し

ょ

で
早そ

う

朝ち
ょ
うに
開か

い

催さ
い

。

純じ
ゅ
ん

粋す
い

倫り
ん

理り

に
基も

と

づ
い
た
企き

業ぎ
ょ
う

経け
い

営え
い

を
学ま

な

び
、
朝あ

さ

型が
た

の
生せ

い

活か
つ

習し
ゅ
う

慣か
ん

を
体た

い

得と
く

す
る
場ば

。
会か

い

員い
ん

同ど
う

士し

の
交こ

う

流り
ゅ
う・
情

じ
ょ
う

報ほ
う

交こ
う

換か
ん

も
盛さ

か

ん
で
す
。

◎
経け

い

営え
い

者し
ゃ

の
集つ

ど

い

　

日ひ

び々

の
倫り

ん

理り

実じ
っ

践せ
ん

の
中な

か

か

ら
生う

ま
れ
た
「
事じ

業ぎ
ょ
う

体た
い

験け
ん

」

の
報ほ

う

告こ
く

を
通と

お

し
、
倫り

ん

理り

経け
い

営え
い

に
つ
い
て
の
学ま

な

び
を
深ふ

か

め
る
勉べ

ん

強き
ょ
う

会か
い

。
市し

・
区く

倫り
ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

ご
と
に
年ね

ん

数す
う

回か
い

、
夕ゆ

う

刻こ
く

に

開か
い

催さ
い

し
ま
す
。

◎
倫り

ん

理り

経け
い

営え
い

講こ
う

演え
ん

会か
い

　

毎ま
い

月つ
き

１
月が

つ

か
ら
５
月が

つ

に
か

け
て
、
全ぜ

ん

国こ
く

同ど
う

一い
つテ
ー
マ
で
開か

い

催さ
い

。
今こ

年と
し

は
「
大だ

い

転て
ん

換か
ん

の
時じ

代だ
い

―〝
新し

ん

〞に
挑い

ど

む
―
」の
テ
ー

マ
の
も
と
、
全ぜ

ん

国こ
く

約や
く

６
７
６

カ
所し

ょ

で
実じ

っ

施し

。
倫り

ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

の
講こ

う

師し

に
よ
る
講こ

う

演え
ん

な
ら
び

に
法ほ

う

人じ
ん

レ
ク
チ
ャ
ラ
ー
に
よ
る

事じ

業ぎ
ょ
う

体た
い

験け
ん

報ほ
う

告こ
く

、
朝

ち
ょ
う

礼れ
い

実じ
つ

演え
ん

で
構こ

う

成せ
い

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
活か

つ

力り
ょ
く

朝ち
ょ
う

礼れ
い

　

活か
つ

力り
ょ
く

朝ち
ょ
う

礼れ
い

の
特と

く

徴ち
ょ
うは
、

倫り
ん

理り

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

発は
っ

行こ
う

の
『
職

し
ょ
く

場ば

一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
？

倫理研究所
は公式サイト
（日英ポ語対応）
を展開中です。
興味ある方は
下記ＵＲＬ
からどうぞ！
http://www.rinri-
jpn.or.jp/portu-
guese/about/

人に
ん

間げ
ん

向こ
う

上じ
ょ
うの
道み

ち

、
生せ

い

活か
つ

向こ
う

上
じ
ょ
う

の
規き

範は
ん

が
倫り

ん

理り

で
あ
り
、
実じ

っ

践せ
ん

こ
そ
が
大た

い

切せ
つ

だ
と
い
う
こ
と
を

教お
し

え
て
く
れ
ま
す
。

東と
う
京き
ょ
うに
あ
る
本ほ
ん
部ぶ

ビ
ル

の
教

き
ょ
う

養よ
う

』
を
使し

用よ
う

し

て
い
る
こ
と
、「
挨あ

い

拶さ
つ

」「
ハ
イ
の
返へ

ん

事じ

」

な
ど
の
基き

本ほ
ん

動ど
う

作さ

を
重

じ
ゅ
う

視し

す
る
こ
と
で

す
。
活か

つ

力り
ょ
くあ
ふ
れ
る

朝ち
ょ
う

礼れ
い

に
よ
り
、
社し

ゃ

員い
ん

各か
く

人じ
ん

の
能の

う

力り
ょ
く

向こ
う

上じ
ょ
うと
企き

業ぎ
ょ
うの
繁は

ん

栄え
い

を
約や

く

束そ
く

し
ま
す
。

◎
朝ち

ょ
う

礼れ
い

研け
ん

修
し
ゅ
う

　

活か
つ

力り
ょ
く

朝ち
ょ
う

礼れ
い

の
浸し

ん

透と
う

の
た
め
に
講こ

う

師し

を
派は

遣け
ん

し
て
「
朝

ち
ょ
う

礼れ
い

研け
ん

修し
ゅ
う」
を
実じ

っ

施し

。

朝ち
ょ
う

礼れ
い

の
意い

義ぎ

を
明め

い

確か
く

に
し
た

後あ
と

に
、
挨あ

い

拶さ
つ

・
発は

っ

声せ
い

・『
職

し
ょ
く

場ば

の
教

き
ょ
う

養よ
う

』
輪り

ん

読ど
く

な
ど
の
実じ

っ

習し
ゅ
うを
行お

こ
ない
ま
す
。

◎
『
職

し
ょ
く

場ば

の
教

き
ょ
う

養よ
う

』

１
８
５
万ま

ん

部ぶ

発は
っ

行こ
う

　

活か
つ

力り
ょ
く

朝ち
ょ
う

礼れ
い

の
テ
キ
ス
ト

と
し
て
、
倫り

ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

会か
い

員い
ん

へ
毎ま

い

月つ
き

贈ぞ
う

呈て
い

。
一い

ち

日に
ち

一い
ち

話わ

の
読よ

み
切き

り
形け

い

式し
き

で
、
職

し
ょ
く

場ば

の
人に

ん

間げ
ん

関か
ん

係け
い

や
マ
ナ
ー
、
世せ

相そ
う

・

時じ

事じ

問も
ん

題だ
い

な
ど
、幅は

ば

広ひ
ろ

い
テ
ー

マ
を
取と

り
上あ

げ
、
一い

ち

日に
ち

の
行こ

う

動ど
う

指し

針し
ん

と
な
る[

今
き
ょ
う

日
の
心

こ
こ
ろ

が
け]

を
提て

い

供き
ょ
うし
て
い
ま
す
。

◎
企き

業ぎ
ょ
う

倫り
ん

理り

セ
ミ
ナ
ー

　

倫り
ん

理り

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

の
教

き
ょ
う

育い
く

施し

設せ
つ

「
富ふ

士じ

高こ
う

原げ
ん

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

」（
静し

ず

岡お
か

県け
ん

御ご

殿て
ん

場ば

市し

）
で
の
宿

し
ゅ
く

泊は
く

研け
ん

修し
ゅ
う。
経け

い

営え
い

者し
ゃ

、
幹か

ん

部ぶ

社し
ゃ

員い
ん

、
一い

っ

般ぱ
ん

社し
ゃ

員い
ん

の
各か

く

コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

◎
親し

ん

睦ぼ
く

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

青せ
い

少し
ょ
う

年ね
ん

健け
ん

全ぜ
ん

育い
く

成せ
い

運う
ん

動ど
う

や
公こ

う

共き
ょ
う

地ち

域い
き

の
清せ

い

掃そ
う

・
美び

化か

活か
つ

動ど
う

な
ど
に
取と

り
組く

ん
で

い
ま
す
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

（
ク
ブ
チ
沙さ

漠ば
く・ウ
ラ
ン
ブ
ハ
沙さ

漠ば
く

）
で
は
、

沙さ

漠ば
く

緑り
ょ
く

化か

の
た
め
の
植

し
ょ
く

林り
ん

活か
つ

動ど
う

を
し
て
い
ま
す
。（
ク
ブ
チ

沙さ

漠ば
く

で
は
３
８
万ま

ん

本ぼ
ん

を
超こ

え

る
ポ
プ
ラ
と
松ま

つ

が
生せ

い

育い
く

中ち
ゅ
う）

特
とく

集
しゅう

ブラジル
倫
りん

理
り

の会
かい

（６）２０１７年 第４８２８号 ８月 ３０日 （水曜日）

　

か
つ
て
の
主
力
選
手
だ
っ
た
青
年
隊
員
は
年
齢
的
に
熟
年
層
と
な
り
現
役
か
ら
引
退
、
現
在
で
は

そ
の
子
弟
で
あ
る
二
世
、
三
世
の
若
者
達
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
ゆ
ず
り
、
仕
方
な
く
隊
員(

親
達)

は

大
会
の
準
備
や
そ
の
運
営
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
も
否
め
な
い
時
の
流
れ
を
感
ず
る
も
の
が
あ
る
。

　

１
９
７
５
年
に
寄
贈
さ
れ
た
沖
縄
県
議
会
議
長
杯
並
び
に
沖
縄
産
業
開
発
青
年
協
会
理
事
長
杯

の
争
奪
戦
に
２
０
数
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
技
を
争
い
合
い
若
者
達
の
社
交
の
場
と
し
て
の
ス
ポ
ー

ツ
行
事
に
な
っ
て
い
る
。

　

野
球
大
会
に
つ
い
て
は
第
二
回
目
を
第
一
回
目
と
同
じ
場
所
の
サ
ン
ト･

ア
ン
ド
レ
ー
市
で
行
い
、

第
三
回
大
会
よ
り
第
七
回
ま
で
イ
ピ
ラ
ン
ガ
の
球
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

第
八
回
大
会
か
ら
マ
ウ
ア
ー
の
コ
ダ
マ
球
場
で
行
わ
れ
、
球
児
に
と
っ
て
は
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
間
、
一
時
は
野
球
熱
が
さ
め
、
参
加
チ
ー
ム
が
６
チ
ー
ム
ま
で
お
ち
た
時
期

も
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
は
１
１
〜
１
３
参
加
チ
ー
ム
へ
と
増
え
て
い
っ
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
日
の
出
チ
ー
ム
出
身
の
出
稼
ぎ
か
ら
帰
っ
て
き
た
方
々
が
寄
贈
し
て
下
さ
っ
た
優
勝

旗
の
争
奪
戦
に
各
チ
ー
ム
と
も
火
花
を
散
ら
し
大
会
を
盛
り
上
げ
た
。
１
９
８
３
年
で
す
で
に
１
１

回
を
数
え
て
い
た
。

　

第
一
回
大
会
よ
り
今
日
ま
で
球
場
の
世
話
、
大
会
運
営
、
審
判
員
の
要
請
と
そ
の
技
術
の
向
上
等

あ
ら
ゆ
る
面
で
指
導
を
受
け
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
野
球
連
盟
の
高
田
義
一
氏
そ
の
御
好
意
と
功
績
を
賛
え
る
意

味
で
記
念
大
会
を
機
会
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

な
お
、
こ
う
し
て
青
年
隊
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
が
盛
大
に
な
り
若
者
達
の
人
気
行
事
に
な
っ
た
の
を

知
っ
た
県
人
会
執
行
部
は
、
２
年
後
の
１
９
７
４
年
か
ら
陸
上
競
技
大
会
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

青
年
隊
の
ど
自
慢
大
会
も
１
９
７
４
年
以
降
県
人
会
主
催
の
民
謡
大
会
と
し
て
催
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
２
月
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
４
月
に
野
球
と
青
年
隊
が
主
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
行
事
は
戦

後
の
同
世
代
や
２
世
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
達
に
と
っ
て
格
好
の
行
事
と
な
り
、
関
心
も
高
ま
っ
て
い
っ

た
。

　

同
時
に
、
青
年
隊
組
織
の
存
在
が
県
人
会
は
勿
論
県
系
人
社
会
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

１
９
７
２
年
６
月
１
８
日
の
「
琉
球
民
謡
の
ど
自
慢
大
会
」
を
開
催
青
年
隊
着
伯
１
５
周
年
記

念
祭
典
を
開
催
す
る
た
め
７
，
０
０
０
レ
ア
ル
の
予
算
を
組
ん
だ
が
会
計
に
は
お
金
１
文
も
な
い
。

従
っ
て
会
員
一
人
当
た
り
５
０
レ
ア
ル
の
割
当
寄
付
を
義
務
付
け
る
。

　

但
し
何
人
か
ら
集
金
で
き
る
か
未
知
数
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
何
か
収
入
源
と
な
る
行
事
を
と
考
え

出
し
た
た
の
が
「
民
謡
の
ど
自
慢
大
会
」
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
県
系
人
社
会
で
は
始
め
て
の
行
事
で
あ
っ
た
。
約
３
０
０
人
の
組
織
で
１
５
周
年
記
念

式
典
祝
賀
祭
と
あ
れ
ば
そ
れ
な
り
の
資
金
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
資
金
造
成
の
件
で
役
員
会
を
招
集
し
具
体
的
に
協
議
し
た
。

　

５
月
１
８
日
蘇
州
飯
店
に
県
人
音
楽
団
体
代
表
者
を
招
待
し
て
、
合
同
実
行
委
員
会
を
結
成
す

る
こ
と
に
し
、
リ
ス
ト
を
作
成
し
招
待
状
を
発
送
し
た
。

①  

楽
友
会　

              

新
城
清
助　
　
　
　

②  

野
村
流
音
楽
協
会　

   

仲
本
隗
作　

仲
本
昌
源

③  

野
村
流
音
楽
保
存
会　

枡
門
寛
俊

④  

カ
ロ
ン
民
謡
ク
ラ
ブ    

小
橋
川
蒲
助　

山
田
義
秀　

津
嘉
山
憲
一

⑤  

県
人
会
事
務
局
長　

   

宮
城
正
明　

　
             

副
会
長　

   

嘉
陽
相
備

⑥  
青
年
隊
は
会
長
以
下
役
員
７
名

以
上
の
１
６
で
実
行
委
員
会
を
結
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
席
上
に
お
い
て
、
本
大
会
の
目
的
を
説
明
し
、
戦
後
日
本
で
開
催
さ
れ
人
気
番
組
と
な
っ
て
い

る
「
の
ど
自
慢
大
会
」
方
式
を
活
用
し
て
、
関
係
各
位
の
協
力
を
要
請
し
た
。

（４９）
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